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石
垣
市
議
会
の
2
0
2
2

年
1
2
月
議
会
の
や
り
と
り
を

紹
介
す
る
。

「
今
の
反
撃
能
力
っ
て
、
す
ご

い
危
険
な
ん
で
す
。
こ
の
反
撃

能
力
に
よ
っ
て
戦
争
状
態
に
な

る
ん
で
す
」

「
国
で
は
ど
う
い

う
ふ
う
に
決
定
し
た
か
も
分
か

ら
ん
け
ど
も
、
我
々
、
国
境
の

島
の
石
垣
島
は
、
そ
う
は
い
か

ん
」「

私
も
自
由
民
主
党
。
国
を
守

る
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ

と
か
多
少
は
理
解
し
て
い
る
つ

も
り
で
す
け
ど
あ
ま
り
に
も
乱

暴
過
ぎ
る
。
そ
し
て
、
税
金
だ
っ

て
4
3
兆
円
で
し
ょ
う
」

質
問
者
は
仲
間
均
市
議
。
自

民
党
所
属
の
市
議
で
あ
る
。
革

新
系
で
は
な
い
。

自
民
党
の
石
垣
市
議
は
反
撃

能
力

(
敵
基
地
攻
撃
能
力
)

保

有
は
戦
争
を
引
き
起
こ
す
と
主

張
し
て
い
る
。
こ
れ
が
普
通
の

理
解
だ
。
「
4
 
3
兆
円
」

は
今
後

5
年
間
の
防
衛
費
を
指
す
が
、

「
実
際
の
規
模
は
0
0
兆
円
」

と

い
う
新
聞
報
道
も
あ
る
。
増
税

か
国
債
発
行
か
の
議
論
は
自
民

党
内
に
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
国

民
の
負
担
増
に
変
わ
り
は
な
い
。

答
弁
に
立
っ
た
中
山
義
隆
市

長
は
の
ら
り
く
ら
り
。
敵
基
地

攻
撃
能
力
保
有
を
否
定
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

地
方
自
治
法
は
自
治
体
の
役

割
に
つ
い
て

「
住
民
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
こ
と
を
基
本
」

(
地
方
自
治
法
1
条
2
)

と
す

る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
中

山
市
長
は
住
民
の
命
と
暮
ら
し

を
守
る
つ
も
り
は
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。

「
私
た
ち
の
税
金
が
戦
争
準
備

に
使
わ
れ
て
い
る
」

と
井
上
美

智
子
市
議
は
憤
る
。

岸
田
政
権
は
、
閣
議
決
定
だ

け
で
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
を
反

撃
能
力
と
言
い
換
え
て
、
日
本

の
あ
り
方
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
。

国
際
法
違
反
の
先
制
攻
撃
は
、

日
本
国
民
を
加
害
者
に
す
る
。

国
民
は
こ
の
こ
と
に
責
任
を
負

え
る
の
か
。

元
自
民
党
石
垣
支
部
幹
事
長

の
砥
板
芳
行
市
議
は
こ
う
話
す
。

「
日
本
社
会
は
余
り
に
も
右
に

振
れ
す
ぎ
て
い
る
。
台
湾
有
事

の
名
の
も
と
に
タ
ガ
が
は
ず
れ

た
か
の
よ
う
に
軍
事
を
拡
大
、

ア
メ
リ
カ
に
い
わ
れ
る
ま
ま
に

武
器
を
購
入
す
る
。
当
初
は
防

衛
的
な
話
が
、
今
で
は
長
射
程

ミ
サ
イ
ル
の
話
に
な
っ
て
い
る

の
は
お
か
し
い
」

戦
争
が
で
き
る
国
の
最
前
線

3
月
1
諸
口
自
衛
隊
駐
屯
地

開
設
、
同
1
8
目
地
対
艦
ミ
サ

イ
ル
な
ど
搬
入
、
同
2
2
日
住

民
へ
の
説
明
会
。
市
民
ら
の
激

し
い
抗
議
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

わ
ず
か
1
週
間
で
こ
れ
ら
を
強

行
し
た
.

住
民
に
対
す
る
説
明
会
は

「
石
垣
島
に
軍
事
基
地
を
つ

く
ら
せ
な
い
市
民
連
絡
会
」

は
不
参
加
だ
っ
た
が
、

そ

れ
で
も

「
長
距
離
ミ
サ
イ
ル

を
配
備
す
る
な
ら
、
自
衛
隊

に
賛
成
で
も
反
対
で
も
、

(
長

距
離
ミ
サ
イ
ル
を
)

容
認
で
き

な
い
」

と
い
う
意
見
が
出
た
。

長
距
離
ミ
サ
イ
ル
反
対
の
根

強
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
だ
。

ミ
サ
イ
ル
な
ど
搬
入
の
翌
日
、

沖
縄
タ
イ
ム
ス
は

「
い
よ
い
よ

戦
争
が
で
き
る
国
の
最
前
線
に

立
た
さ
れ
た
」

と
報
じ
た
。

「
石
垣
島
に
軍
事
基
地
を
つ
く

ら
せ
な
い
市
民
連
絡
会
」

事
務

局
の
藤
井
幸
子
さ
ん
は
言
う
。

「
安
保
3
文
書
の
閣
議
決
定
後
、

私
た
ち
市
民
連
絡
会
の
街
頭
で

の
訴
え
に
対
し
激
励
が
増
え
た
。

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
に
対

す
る
不
安
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
」あ

の
場
所
は
ダ
メ
だ

自
衛
隊
石
垣
島
駐
屯
地
の
造

成
工
事
が
始
ま
っ
た
の
は
2
0

1
9
年
3
月
1
日
だ
っ
た
。
す

で
に
周
辺
地
域
の
関
南
、
嵩
田
、

於
茂
登
、
川
原
4
地
区
の
反
対

運
動
は
は
じ
ま
っ
て
い
た
。
こ

の
地
域
の
主
な
生
業
は
農
業
だ
。

自
衛
隊
駐
屯
地
は
於
茂
登
岳
の

麓
に
あ
る
。
於
茂
登
岳
は
島
民

に
と
っ
て
特
別
な
山
だ
。

飲
料
水
や
農
業
用
水
に
利
用
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す
る
大
事
な
水
の
源
だ
。
駐
屯
地

を
容
認
す
る
人
た
ち
の
な
か
に

も
、
「
あ
の
場
所
は
ダ
メ
だ
」

と
い
う
人
は
少
な
く
な
い
。
信

仰
の
対
象
に
も
な
っ
て
い
る
特

別
な
場
所
な
の
だ
。

と
こ
ろ
が
、
政
府
は
地
下
水

へ
の
影
響
も
無
視
し
、
排
水
設

備
の
工
事
が
終
わ
ら
な
い
の
に
、

駐
屯
地
開
設
を
強
行
し
た
。
岸

田
政
権
は
環
境
や
市
民
の
暮
ら

し
は
眼
中
に
な
い
の
だ
。

2
0
1
8
年
に
は

「
石
垣
市

住
民
投
票
を
求
め
る
会
」

が
有

権
者
の
約
4
割
の
署
名
を
集
め
、

中
山
市
長
に
住
民
投
票
を
直
接

請
求
し
た
が
、
与
党
多
数
の
市

議
会
は
そ
れ
を
否
決
し
た
。

し
か
し
、
石
垣
市
自
治
基
本

条
例
は
、
議
会
が
否
決
し
た
と

し
て
も
、
市
長
に
は
住
民
投
票

の
実
施
義
務
が
あ
る
こ
と
を
定

め
て
い
た
。
市
長
と
与
党
の
理

不
尽
な
暴
挙
だ
。

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
明
日
の
東

ア
ジ
ア
か
も
し
れ
な
い
」
。
岸

田
首
相
の
好
き
な
フ
レ
ー
ズ
と

い
う
。
日
本
国
民
の
多
く
も
、

日
本
は
ア
ジ
ア
の
国
に
侵
略
さ

れ
る
の
で
は
と
恐
れ
て
い
る
よ

う
だ
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
見
て
い
る
と
、

ア
メ
リ
カ
の
事
情
が
み
え
て
く

る
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

戦
争
は
、
核
兵
器
で
全
世
界
を

威
嚇
し
て
始
ま
っ
た
。
ア
メ
リ

カ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
武
器
支

援
を
続
け
つ
つ
、
自
国
に
波
及

し
な
い
よ
う
に
慎
重
だ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
は
他
国
の
た
め
に

核
を
使
わ
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の

国
土
が
戦
場
に
な
る
こ
と
は
避

け
る
、
と
い
う
意
図
が
透
け
て

見
え
る
。

ア
メ
リ
カ
は
自
国
を
戦
場
に

し
な
い

オ
バ
マ
米
大
統
領
)
(
当
時
)

は
2
0
1
3
年
、

「
ア
メ
リ
カ

は
世
界
の
警
察
官
で
は
な
い
」

と
言
っ
た
。

あ

い
ま
ア
メ
リ
カ
で
は
、
パ
ッ
ク

ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ

(
ア
メ
リ

カ
の
軍
事
力
に
よ
る
平
和
)

の

終
焉
が
語
ら
れ
て
い
る
。
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
や
対
テ
ロ
戦
争
に
疲

れ
果
て
、

「
ア
メ
リ
カ
の
若
者

を
殺
す
な
」

と
い
う
厭
戦
気
分

が
広
が
っ
て
い
る
。

「
石
垣
島
に
軍
事
基
地
を
つ
く

ら
せ
な
い
市
民
連
絡
会
」

事
務

局
の
藤
井
幸
子
さ
ん
は
こ
う
も

言
う
。
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
み
て

い
た
ら
、
戦
争
は
始
め
る
と
終

わ
ら
な
い
。
有
事

(
戦
争
)

に

さ
せ
な
い
こ
と
が
大
事
だ
。
市

民
に
依
拠
し
て
運
動
を
大
き
く

し
て
い
き
た
い
」

「
石
垣
島
に
軍
事
基
地
を
つ
く

ら
せ
な
い
市
民
連
絡
会
」

は
4

月
1
5
日
総
会
を
開
き
、
基
地

の
撤
去
を
め
ざ
し
名
称
を

「
石

垣
島
の
平
和
と
自
然
を
守
る
市

民
連
絡
会
」

と
改
正
し
た
。

「
市
民
の
生
活
権
、
人
権
、
環

境
権
を
守
る
」

な
ど
の
今
年
度

活
動
方
針
を
決
め
た
。

1
9
3
1
年
の
中
国
・
柳
条

湖
事
件
か
ら
1
9
4
5
年
の
ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾

(
日
本
の
降

伏
)

ま
で
の
足
か
け
1
5
年
に

わ
た
る
日
本
の
侵
略
戦
争
は
、

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
諸
国
に
2
0

0
0
万
人
以
上
の
死
者
を
出
し

た
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
多
大
な

犠
牲
の
上
に
、
日
本
国
憲
法
は

生
ま
れ
た
。
専
守
防
衛
は
そ
の

日
本
国
憲
法
の
産
物
だ
。

「
専
守
防
衛
」

と
は
、
相
手
か

ら
武
力
攻
撃
を
受
け
た
と
き
初

め
て

「
防
衛
力
」

を
行
使
す
る
。

保
持
す
る

「
防
衛
力
」

も
自
衛

の
た
め
の
必
要
最
小
限
の
も
の

に
限
る
な
ど
、
憲
法
の
精
神
に

の
っ
と
っ
た
受
動
的
な
防
衛
戦

略
の
姿
勢
を
指
す
、
と
言
わ
れ

て
い
る
。

日
本
国
憲
法
は
日
本
の
最
高

法
規
で
も
あ
る
。

戦
争
は
国
民
が
犠
牲
に

と
こ
ろ
が
岸
田
首
相
は
、
日

本
国
憲
法
が
定
め
る
主
権
者
国

民
の
意
志
も
問
わ
ず
、
国
会
で

の
議
論
も
せ
ず
に
、
閣
議
決
定

だ
け
で
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の

保
有
を
宣
言
し
た
。
日
本
の
安

全
保
障
政
策
の
大
転
換
を
主
権

者
国
民
に
は
か
る
こ
と
な
く
、

決
め
た
の
だ
。

花
谷
史
郎
市
議
は
こ
う
指
摘

す
る
。

「
日
本
と
い
う
国
の
あ

り
方
を
、
た
だ
閣
議
決
定
で
決

め
た
こ
と
、
国
会
も
通
さ
ず
、

民
意
を
問
わ
な
い
こ
と
は
、
戦

前
回
帰
を
思
わ
せ
て
恐
ろ
し
い
」

玉
城
デ
ニ
ー
沖
縄
県
知
事
も

敵
基
地
攻
撃
能
力
に
つ
い
て

「
憲
法
の
精
神
と
は
違
う
」

と

反
対
す
る
考
え
を
示
し
て
い
る
。

あ
り
得
な
い
。
ミ
サ
イ
ル
攻
撃

は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
見
て
も
わ

か
る
よ
う
に
、
全
て
を
防
ぐ
こ

と
は
で
き
な
い
。

人
間
の
命
ほ
ど
大
切
な
も
の

は
な
い
。
石
垣
島
、
与
那
国
島
、

宮
古
島
の
平
和
運
動
が
い
っ

そ
う
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。

子
ど
も
の
こ
ろ
に
、
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
戦
争
を
体
験
し
た
8
0

代
の
山
里
節
子
さ
ん
は
こ
う
言
っ

た
。
「
戦
争
を
知
っ
て
る
世
代

と
知
ら
な
い
世
代
の
認
識
ギ
ャ
ッ

プ
を
う
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

両
者
の
対
話
が
必
要
な
の
だ
。

韓
国
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
世
界

の
メ
デ
ィ
ア
は
い
ま
、
敵
基
地

攻
撃
能
力
保
有
に
注
目
し
、
石

垣
島
に
取
材
に
や
っ
て
き
て
い

る
。石

垣
島
の
ミ
サ
イ
ル
配
備
反

対
運
動
は
、
平
和
を
求
め
る
運

動
だ
。
戦
争
は
、
必
ず
国
民
の

犠
牲
を
伴
う
。

自
衛
隊
だ
け
で
闘
う
戦
争
は

(
3
・
1
8
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル

な
ど
の
搬
入
に
講
義
す
る
人
々

石
垣
島
に
軍
事
基
地
を
つ
く
ら
せ

な
い
市
民
連
絡
会
提
供
)



世界と連帯 NGOおおさかAAしA 2023年 6月1日No 604。

北でー「つしランド統合教育運動カヽら
自走手鑑き国はf可を3町ううとしてるか

圏国電

善やγ手,1

丈ン・ソンウイン(墓三豊繕う

(番号雪舞季字書!駐i号:

はじめに

今回のおおさかAALAカフェの取り組みは、久々に画期的な国

際的な平和運動といえると思います。

姜先生の2 5年にわたる北アイルランドの「統合教育」の実

証的研究、米澤先生のその著作の翻訳、がみごとに実を結んだ

ものといえます。

姜先生の9ページにわたる丁寧な講演プリント、 4 0枚以上

に渡るパワーポイントのスライドの準備。快く通訳を引き受け

てくださった金貞蘭さん。プロジェクターの設営をやってくれ

たコリア協会大阪の永井さん。多くの方の努力でハングルで行

われた講演なのに違和感や困難さもなく内容が理解できた(?)

事は感謝に絶えません。

そして、このパネル講演という形式は、今後の方向性に光明

をもたらすものだと思います。

分断は障壁を立てること了

二重の分断
① 1921年英国。アイルランド協定以降アイルランド共和

国と連合王国(北アイルランド)に分断

大英帝国はアイルランド共和国のみの独立を承認。

② 北アイルランドにおいては、イギリス帝国は、イングラン

ドとスコットランドの住民(プロテスタントが半数以上を占め

る)を北アイルランドに移住させ、彼らに優位な地位を与え、

カトリックのアイルランド人を抑圧。

ユニオニスト(イギリス系、プロテスタント多数)

ナショナリスト(アイルランド系・南北統一派、カトリック

多数)

1 968年の公民権運動以来、 1 972年のちの日曜日事件

以来 ユニオニストとナショナリストによる相互の過激な暴力・

テロの連鎖が1 9 9 8年の和平合意まで3 0年続くことになる。

北アイルランド紛争

教育においてもユニオにストの支配する公立学校は国の財政

支援が行われ、カトリックでナショナリストの保護者は、私立

学校を設立。

宗教、居住地、出身学校、読む新聞、言葉のアクセント、名前など

が異なる2つコミュニティに分断される

(写真は 居住地を隔てる壁)
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爆発と死 歓声と恐怖が満ちていた
紛争期Ii士靖i 」同質:

● 被!書の規控を見ると、死傷者1こけで1〇万人でした露

●捲?年から199輝まで・公式の死者数は3・4飾人で
・ 10難未満iの子「業3了人、音321人の女性

●婁鶉轄拾`落莫豊島鰭記与㌔oう人のイギリス

’発露議慧欝寵瑞裳躍続報
・失業率はe°(苑近くで.害毒は去りました

・戦争で倒れた者たちを忘れるな 

・武力で平和は守れない 

・平和は(相互)理解よってのみ達成 
される 

へ引レフ「十三キト†訂是尋」轟と宝玉も申子婁雪三毛
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1974年 「私たちのこどもを死なせない」運動 地域の父母を中心に

All Chiildren Together(ACT)

1 994年休戦協定

1 989年 ACT 教育改革法 統合教育を分断克服平和教育として認める

2 O 2 2年 統合教育法の制定Integrated Education Act

特に一般学校の統合学校への転換を簡単化
\ 一〇_

誼合掌・蔭叢:立-の運動

粁拷講読雷諾意望洋欝甜乱・インク
で…8三年、ベノ」・アテスト北都の賢しし、キ勧善・階級の袖
嘆の人々のためのインク五〇シ子弟盲を瞬賠
{、lレフアストではごく二〇 ナ)ツスル.艇蒼を;1蓄び七・尋

初の舟の裁:今季筆名19もら

1雪89室のニニスキレン蜜箪役に市民怪力に上って誤
要された】虎全学一銭

普通露二巾蜜で布l零すマ一書二流含学名を‡峰瀞Lよう〇時
9二手

血の日暮β手札の衰:ロンドン∴デリー一陣市展● ‡ヨ“
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第9次国際署名活動を進めよう

ASEAⅣ議長国

日
本
A
A
し
A
2
0
1
5

年
か
ら

「
戦
争
す
る
な
!
ど

の
国
も
」

の
国
際
署
名
に
取

り
組
み
、
毎
年
、
東
ア
ジ
ア

サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ
る
議
長

国
を
訪
問
し
参
加
国
首
脳
に

要
請
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
署
名
の
累
計
は
1
0

万
筆
を
超
え
ま
し
た
。

今
年
は
、
1
0
月
、
A
S

E
A
N
議
長
国
の
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
届
け
る
予
定
で
す
。

5
月
3
日
、
お
お
さ
か
総

が
か
り
行
動
主
宰
の
憲
法
集

会
で
、
集
会
前
に
大
阪
A
A

し
A
事
務
局
で
署
名
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

今
年
も
、
団
体
署
名
、
個

人
署
名
を
集
め
ま
す
。
会
員

皆
さ
ん
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
歌
う
!
聴
く
子

そ
の
l

武
田

繁
子
∴

☆

驚
き

羽
田
か
ら
1
3
時
間
マ

ハ
ッ
タ
ン
島
到
着
。
天
を
突

き
刺
す
高
層
ビ
ル
群
に
目
を

謄
る

2
0
2
3
年
第
8
回
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
参
加

(
3
月
2
9
日
・

3
0
日
恥
8
̃
1
1
)

目
的
は
、
日
米
文
化
交
流
・

東
日
本
支
援
・
α
広
島
サ
ミ
ッ

ト
を
応
援

(
核
廃
絶
へ
の
前

進
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
平
和

を
願
い
)

で
し
た
。

☆

リ
ス
と
桜

ホ
テ
ル
か
ら
5
分
の
セ

ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
へ
。

(
続
き
は
7
月
号
へ
)
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三
三
≡
三
三
三
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡

三
三
≡
≡

3月 ``ohio train derail皿ent reVeals need for ur

gent refom, WOrkers say, ”

The Guardian, Mon 20 Feb 2023.

アメリカ、オハイオ州で起こった列車脱線事故の
記事。 50両が脱線し、有毒物質が流出。規制緩和、

合理化が事故の背景にあと指摘している。

M. L. King, ``I Have a Drea血’’

1963年8月、公民権を求めたワシントン大行進で行

われた演説。今年は60周年です。今もなお続く、アフ

リカ系アメリカ人に対する差別のなか、この演説を読
み直そうという運動が起こっています。

≡5月 “ `They trained us to be killers.冊at happ

≡ ens when ve get home?’ : US veterans and fa血ilies

≡ on the Iraq war,”

The Guardian, Mon 27 Mar 2023.

17万人を派兵したイラク戦争から20年のアメリカ。

≡トラウマに苦しむ帰還兵の証言です。

≡ 日本の新聞では報じられない事件、異なる視点から
≡
≡
≡
≡
≡
三
一

≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
二

の見解、ちょっとしんどい英文もありますが、そこは
助け合って、月1回、 「英語で世界を読む」ことを続け

ています。

連絡先 0797-85-9151 安井宅

メール pichan@hotmail. com

連絡いただければ
テキストをお送りします

気軽にどうぞ

≡ 次回は6月6日(火) 、 6月27日(火)

≡ 定例は月の第4火曜日 午後から、 AAしA事務所です。

大阪AALAへ

のお誘い

Osaka

韮
三
一
≡
≡
三
三
≡
二
≡
三
三
二
三
二

三
三
≡
三
三
≡
≡
≡
≡

選
挙
戦

維
新
を
破
り
拍
手
渦

学
者
ま
で

政
府
手
の
内

取
り
込
む
気

大
阪
湾

核
艦
船
ス
ト
ッ
プ
へ

四
条
畷
市

西
川

ひ
ろ
し

大
阪
市
旭
区

近
藤

正

大
阪
市
中
央
区

大
杉

晃

怠
け
者
日
暮
れ
に
な
る
と
忙
し
い

学
問
を

戦
争
国
家
に

縛
り
付
け

異
次
元
は
軍
拡
予
算
だ
け
だ
っ
た

避
難
者
の

涙
に
映
す

平
和
あ
れ

9
条
は

戦
を
し
な
い
抑
止
力

知
ら
ん
が
な

知
ら
ん
が
な
で
も

大
増
税

潤逗蒔同月月間‖ ‖‖===川自問日月‖===‖=‖月間‖==‖‖‖=‖=同月日詰

会費 月800円(年9,600円) (25才以下は年3,000円) *入会金 500円

*会費の会計年度は毎年4月から翌年の3月です。半期毎に4, 800円ずつご入金お願いします

*会費の中に機関紙代も含みます。月初めに大阪AÅ[Aと日本AALAの機関紙を郵送します

大阪アジア・アフリカ・ラテンアメリカ連帯委員会(大阪AALA) 

日韓,回 国“ 

発
OsakaAsiaAfrikaLatinA皿ericaSolidarityCommitee 

〒540-0004 大阪市中央区玉造l-6-11黒石ビル3F 

臆しO6-6768-5360FAXO6-6768-5361 行EmailOsakaaala@nifty.comHP:http://osakaaala.1a.coocan.j 


